
本経済動向調査は、埼玉県内における生産、雇用、物価、消費、企業動向など、経済関連の各種統計指標を時系

列で見ることにより、その動向を把握・分析したものです。また、統計指標の収集・分析に加え、他の調査機関

の経済関係報告の概要を取りまとめ、県経済の動向を総合的に把握できるものとしています。

彩の国経済の動き
　－埼玉県経済動向調査－　

＜令和５年11月～12月の指標を中心に＞

埼玉県　企画財政部　計画調整課
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1 本県の経済概況＜県内経済の基調判断＞

■11月の鉱工業生産指数(季節調整済値)は75.4（前月比▲4.1％、前年同月比▲9.2％）。同出荷指数は79.1（前月比▲2.7％、前年同月比▲3.6％）。

　 同在庫指数は85.4(前月比▲0.4％、前年同月比＋2.8％）。

■県内の生産活動は、弱含んでいる（個別判断引き下げ）。

■11月の有効求人倍率(季節調整値、新規学卒者除きパートタイム労働者含む)は1.03倍(前月比▲0.03ポイント、

　前年同月比▲0.05ポイント)となった。なお、県内を就業地とする求人数を用い算出した就業地別の有効求人倍率は1.16倍。

■11月の完全失業率(南関東)は2.6％(前月比（原数値）±0.0ポイント、前年同月比＋0.1ポイント）。

■県内の雇用情勢は、持ち直している（４か月連続で個別判断据え置き）。

■11月の消費者物価指数(さいたま市、令和２年＝100)は総合指数で106.0となり、前月比▲0.4％、前年同月比は＋2.5％となった。

■生鮮食品及びエネルギーを除く総合指数は105.3となり、前月比＋0.1％、前年同月比は＋3.5％となった。

■県内の消費者物価は、上昇しているものの、緩やかなペースとなっている（個別判断引き下げ）。 

■11月の家計消費支出(関東地方、2人以上世帯)は306千円(前年同月比＋2.3％)となり、３か月連続で前年同月実績を上回った。　

■11月の百貨店・スーパー販売額(県内全店)は1,172億円(前年同月比＋4.5％)となり、18か月連続で前年同月実績を上回った。

■11月のコンビニエンスストア販売額(県内全店)は550億円(前年同月比＋1.0％)となり、25か月連続で前年同月実績を上回った。

■11月の家電大型専門店販売額(県内全店)は166億円(前年同月比＋2.3％)となり、３か月ぶりに前年同月実績を上回った。

■11月のドラッグストア販売額(県内全店)は413億円(前年同月比＋8.0％)となり、18か月連続で前年同月実績を上回った。

■11月のホームセンター販売額(県内全店)は179億円(前年同月比＋5.0％)となり、12か月連続で前年同月実績を上回った。

■12月の新車登録・届出台数は16.4千台(前年同月比＋6.3％)となり、12か月連続で前年同月実績を上回った。 

■県内の消費状況は、堅調に推移している（５か月連続で個別判断据え置き）。

■11月の新設住宅着工戸数は4,611戸(前年同月比＋13.2％)となり、３か月連続で前年同月実績を上回った。

■持家が985戸（同▲12.4％）、貸家が1,572戸（同＋37.2％）、分譲が1,975戸（同＋9.7％）となっている。

■県内の住宅投資は、一進一退の動きとなっている（６か月連続で個別判断据え置き）。

■12月の企業倒産件数は33件（前年同月比＋５件）となった。　

■産業別では建設業が13件と最多。サービス業他５件。コロナ倒産は製造業、サービス業他が各３件など合計10件。

■県内の企業倒産状況は、緩やかな増加基調にある（６か月連続で個別判断据え置き）。　

■埼玉県産業労働部 四半期経営動向調査によると、令和５年10～12月の「経営者の景況感DI」は▲41.9となり、前期（▲40.8）から

　1.1ポイント減少した（２期連続の悪化）。

■県内の景況判断の状況は、持ち直している（２か月連続で個別判断据え置き）。

■埼玉県産業労働部 四半期経営動向調査によると、令和５年10～12月に設備投資を実施した企業は19.3%で、前期（20.4％）から

　1.2ポイント減少した。前年同期比では1.5ポイント減少。

■財務省関東財務局 法人企業景気予測調査によると、令和５年度の設備投資は全規模・全産業ベースで前年比31.4％の増加見込みとなっている。

■県内の設備投資の状況は、持ち直している（４か月連続で個別判断据え置き）。

■11月の景気動向指数（CI一致指数）は、78.2（前月比▲3.5ポイント）となり、４か月ぶりの下降となった。 　

■先行指数は、111.1（前月比▲3.7ポイント）となり、２か月ぶりの下降となった。

■遅行指数は、81.4（前月比▲1.3ポイント）となり、３か月ぶりの下降となった。

■県内の景気動向指数（CI一致指数）は、改善を示している（４か月連続で個別判断据え置き）。（埼玉県統計課「埼玉県景気動向指数」令和５年11月分概要）
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■前月との比較で、内訳を寄与度でみると「被服及び履物」などは上昇した。なお、「食料」、「教養娯楽」などは下落した。

2

景 況 判 断 持ち直している 前月からの判断推移

設 備 投 資 持ち直している 前月からの判断推移

■財務省関東財務局法人企業景気予測調査によると、令和５年10～12月期の「企業の景況判断BSI」は、全規模・全産業ベースで「上昇」超に転じている。

企 業 倒 産 緩やかな増加基調にある 前月からの判断推移

景 気 指 数 改善を示している 前月からの判断推移

■負債総額は73.41億円（前年同月比＋44.87億円）、負債10億円以上の大型倒産が２か月連続で発生した(２件)。

消　　　費 堅調に推移している 前月からの判断推移

　前年同月から 2.5%上昇した内訳を寄与度でみると、「食料」、「教養娯楽」などの上昇が要因となっている。なお、「光熱・水道」は下落した。

住 宅 投 資 一進一退の動きとなっている 前月からの判断推移

雇　　　用 持ち直している 前月からの判断推移

消費者物価 上昇しているものの、緩やかな基調となっている 前月からの判断推移

総　合　判　断
前月からの判断推移

生　　　産 弱含んでいる 前月からの判断推移

県経済は、持ち直している。




